
第
⑧
編

産
案
経
済



五四

目

立
早

人
口
と
集
落

…
・

維
新
前
の
人
口
‥
‥
‥
・

明
治
以
後
の
人
口
‥
‥

第
二
次
世
界
大
戦
後
の

人
口
動
態

産
業
別
人
口
動
態
・
‥
・

最
近
の
人
口
動
態
‥
‥

次

第
二
五
早

農

業
‥

一

概

要
…
…
‥

1

明
治
維
新
以
後
‥

2

第
二
次
世
界
大
戦
当
時

3

終
戦
後
の
農
政
‥
‥

4

新
し
い
農
政
‥
…
‥

二

農
用
地
の
開
発
‥
‥
・
‥

1

徳
川
時
代
̃
明
治
初
期

2

明
治
後
期
̃
昭
和
初
期

3

戦
中
̃
戦
後
‥
‥
‥
・

4

農
道
開
設
事
業
‥
‥

5

耕
地
整
理
事
業
‥
・
・

一
久
万
地
方
農
産
物
の
推
移

1

史
実
に
み
ら
れ
る

農
業
生
産

‥

2

穀
物
中
心
に
移
る
農
業

3

南
口
開
化
農
業
の
展
開

‥

四

度
業
生
産
物
流
通
‥
‥

l
回
の
け
言

丁
回
14

日
輸
山

一
賞
U

「
〃
晴

五

畜
1

0
0
動
け
工

3
0
1
間
鴨

回
購
‥

4
同
一

」
細
り

六

納
屋

1岬

へ
く
J

4
一

米讃三木葉古
同乗

原た

産 野は

:樹菜こ炭柾宝蚕

展
開
と
実
績

‥
‥
‥
‥

5

農
業
安
富
入
会
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
・

6

米
の
生
産
調
整
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

七

開

拓

史
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

二

名
l

【
削
り

勝
…
…
‥
…
…
…
…
四
一

三

坂

峠

…
…
…
…
・
…
‥
四
一

皿
ケ
嶺
連
峰

第
七
五
早

森
林
組
合

…
…

1

失
業
対
策
と
し
て

始
ま
っ
た
開
拓

…
…
…
三
五
七

2

地
域
開
拓
計
画

…
…
…
…
…
三
五
八

3

開
拓
営
{
展
の

移
り
変
わ
り

…
…
三
三
五
九

4

開
拓
今
後
の
あ
り
方

…
…
…
三
六
〇

八

農
業
災
害
…
…
…
…
…
…
…
三
六
一

1

農
作
物
災
害

…
…
…
…
…
…
三
六
一

九

戦
後
の
農
業
政
策
の
転
換

…
…
三
六
二

1

新
農
山
漁
村

総
合
対
策
事
業

…
…
…
三
六
二

2

農
業
構
造
改
善
事
業

…
・
…
二
三
三

3

新
曲
展
業
構
造改

差
口
事
業

…
‥
…
・
三
七
六

4

第
三
期
山
村
振
興

農
林
漁
業
対
策
事
業

…
…
…
三
七
九

5

農
家
高
齢
者
の
創
作
館

…
…
三
七
九

6

柵
農
村
地
域
ト
ー
タ
ル
ラ

イ
フ
向
上
対
策
事
業

…
…
…
三
八
〇

一
〇

海
外
移
住

…
…
…
…
…
‥
三
八
一

一
一

久
万
町
農
業
の
実
態

と
展
望

‥
‥
‥
・
二
一
六
五

第
三
五
早

林

業

…
…
…
…
…
三
八
九

一

林
業
総
合
調
査
と

田
山41劃

叫3
印
刷
い

口
煩

【
巧
さ

県
立
自
然
公
園

笛
ケ
滝
公
園
‥
‥
‥
‥
・

古

山
石

屋
‥
‥
‥
‥
・

観
光
施
設
‥
‥
‥
‥
‥
‥

ふ
る
さ
と
旅
行
村
‥
‥

四
国
の
み
ち
‥
‥
‥
‥
・

柵
観
光
リ
ン
ゴ
園
‥
‥
‥

ゴ

ル

フ
場
‥
‥
‥
‥
・

ス

キ

ー
場
‥
・
‥
‥
‥

美
術
館
・
久
万
公
園

(
第
六
編
教
育
参
昭
○

四

観
光
協
会
‥
‥
・
‥
‥
・

五

イ

ベ

ン

ト
‥
‥
‥
‥
‥

1

ふ
る
さ
と
旅
行
村
・

2

納
涼
ま
つ
り
‥
‥
‥
・

六

特

産

物

(
名
産
・
土
産
物
)

・

1234
白
田
嘉6

磨椎で饅茶イ

さ を.三
ゝ一

九 六

頭形茸・
太

7

桃
太
郎
ト
マ
ト

○
○

ピ

ー

ン

ス
ダ
レ
・
‥
‥
‥
・

牛

‥
‥
・

馬

‥
‥
・

野

尻

中

家

畜市

年
次
別
家
畜
頭
羽
数

肉
用
牛
の

繁
殖
セ
ン
タ
ー

肉
用
牛
セ
ン
タ
ー
・

地
改
革
‥
‥
‥
‥
‥

久
万
町
に
お
け
る

農
地
制

度
地
改
革
の
発
足
・

農
地
委
昌
只
会
の
誕
生

農
地
改
革
の

二三四

林
業
構
造
改
善

…
・
…
二
元
九

上
浮
穴
郡
林
業
振
興
協

議
会
と
育
林
技
術
体
系

の
策
定

三
・
…
二
元
三

原
木
市
場
の
開
設

…
…
…
…
…
三
九
六

久
万
町
木
材
流
通
A
口
理
化

一九 八七六五
0

審
議
会
発
足

‥
‥
‥

林
業
教
育
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

婦
人
林
業
教
室
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
・

久
万
材
に
ボ
タ
ン
‥
材
‥
‥
‥
‥
・

9

大

根
‥
・
‥
‥

1 

0

そ

の

他
‥
‥
・
‥

七

今
後
の
課
頴
∵
‥
‥
‥
‥
・

第
六
五
早

農
業
協
同
組
合
・

一

農
業
協
同
組
合
の
変
遷

1

産
業
組
A
口
̃
農
業
会

一

△
口
併
後
の
歩
み
‥
‥

二

合
併
後
の
大
型
事
業

1

国
産
材
加
工
施
設

2

木
材
市
場

3

磨
丸
太
事
業

4

木
工
プ
ラ
ザ

ク
マ

シ

八
五
早

商
工
団
体

ン

一

商
工
団
体
の
概
要
‥
‥
‥
・
…

二

久
万
町
商
工
会
の
沿
革

‥
‥

1

久
万
実
業
懇
談
会

‥
‥
‥
・

2

久
万
実
業
倶
楽
部

‥
‥
‥
・

3

久
万
商
工
△
耳
‥
‥
‥
‥
‥
‥
・

4

久
万
町
商
工
会
‥
‥
‥
‥
‥

5

久
万
町
商
工
協
同
組
合
・

三

そ
の
他
の
商
工
諸
団
体

‥
‥

1

久
万
町
商
店
連
盟

‥
‥
‥
・

2

社
団
法
人
愛
媛
県
建
設

業
協
会
上
浮
穴
支
部

‥
・
・

3

そ
の
他
の
商
工
団
体

‥
‥

四

金
融
機
関
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

1

古
来
よ
り
の
金
融

‥
‥
‥
・

2

法
定
金
融
‥
‥
・
‥
‥
‥
‥

第
九
五
早

交
通
運
輸

中
核
林
業
振
興

地
域
育
成
事
業

…
…
…
四
〇
一

峰
越
林
道
開
通

…
…
…
…
…
…
四
〇
一

久
万
町
…
製
材
業
流
通

懇
話
△
再
の
発
足

‥
・

一
一

雪

空
口
‥
‥
‥
‥
‥
・
・

一
二

除
・
間
伐
緊
急
対
策
事
業

一
三

ふ
る
さ
と
の
森
事
業

‥
・

第
四
五
早

商

工

業

…
…
…

一

合
併
山
肌
の
商
工
業
の
概
要

二

合
併
後
の
商
工
業
の
概
要

第
五
土
早

観

光

…
…

一

概

況
‥
・
‥

2

農
業
△
耳

̃
農
業
協
同
組
合

‥
…
‥
‥
四
二
四

3

久
万
町
に
お
け
る
農

業
協
【
同
組
合
の
発
生

と
そ
の
発
展

…
…
…
四
二
五

二

農
協
合
併
…
…
‥
・
…
…
…
…
四
二
五

1

久
万
町
内
五
榊
農
協
の

合
併
(
第
一
次
合
併
)

…
…
…
四
二
五

2

上
浮
穴
郡
内
の
合
併

(
通
信
運
輸
)

…
…
…
四
聖
ハ

道
路
交
通
運
輸
の
概
況

…
…
…
四
里
(

道
路
の
変
遷
…
…
…
…
…
…
…
四
壁
ハ

交
通
・
運
輸
事
業
の

え
ノ
つ
り
か
わ
り

‥
‥
‥
‥
・
四
四
九

1

国
道
三
七
九
号
、

三
八
〇
号
改
良
促

進
期
成
同
盟
会

…
…
…
…
…
四
喜
一

2

国
道
三
三
号
線
整
備

(
第
二
次
合
併
)

組
合
の
概
況
‥
‥
‥
‥
‥
…

1

久
万
農
協
運
営
機
構
一

2

主
な
施
設
の
設
置
状
況

雪重要亘亘亘

-t=六六五

第

促
進
期
成
同
盟
会

3

上
尾
峠
久
万
線
改
良

促
進
期
成
同
盟
会

四

郵
便
通
信
事
業
の
歴
史

と
現
状

1

久
万
郵
便
局
‥
‥
‥
‥
・

2

直
瀬
郵
便
局
・
‥
‥
・
‥
・

3

畑
野
川
郵
便
局
‥
‥
‥

4

父
二
峰
郵
便
局
‥
‥
‥

…
;
…
四
五
三

…
…
…
四
季
一

5

N
T
T
久
万
営
業
所

〇
五
早

地
域
改
差
口
・

地
域
改
差
口
対
策
事
業
と

3

A
口
併
後
に
お
山
り
る
主

な
事
業
の
伸
長
状
況

…
…
…
四
二
七

4

主
要
農
産
物
取
扱
高

の
推
移
・
…
…
‥
四
二
八

二

久
万
町
に
お
け
る

事
業
の
実
施
状
況

…
…
…
四
五
九



第
一
章

人
口
と
集
落

一
維
新
前
の
人
口

も
と
よ
り
不
完
全
で
あ
っ
た
当
時
の
人
口
把
握
の
制
度
と
し
て
の
戸
籍
制
度
は
、

徳
川
幕
府
が
起
こ
る
に
至
り
、
寛
永
年
間
の
島
原
の
乱
の
後
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信

仰
を
厳
禁
し
、
毎
年
僧
侶
に
人
民
の

「
宗
門
改
め
」
を
さ
せ
、
こ
れ
を
改
帳
す
る
宗

門
改
帳
と
そ
の
ほ
か
に
、
里
長
、
名
主
は
、
氏
名
、
族
籍
、
年
齢
及
び
出
入
増
減
を

記
帳
す
る
大
別
帳
を
調
製
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
平
安
中
期
よ
り
有
名
無
実
と

な
っ
て
い
た
こ
の
制
度
が
再
び
回
復
の
運
び
と
な
っ
た
。

現
在
の
大
字
下
野
尻
、
旧
父
二
峰
村
の
全
域
は
当
時
大
洲
領
で
あ
っ
た
た
め
久
万
山

手
鑑
の
記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
。

当
時
の
人
口
を
三
三
年
後
の
明
治
五
年
と
対
比
し
て
み
る
と
人
口
の
減
少
が
は

な
は
だ
激
し
い
。
特
に
東
明
神
村
で
、
三
五
六
人
(
三
二
%
)
西
明
神
村
で
、
二
二
八

寛保元年(1741)明治初期の人口対比

区分 村別 

寛 保 明治5年 

増減数 

寛保を 

(1741年) (1872年) 100と 

人 口 人 口 すると 

東明神村 1,110 754 △356 67.9 

西明神村 624 396 △228 63.4 

入野村 305 345 40 113.1 

計 2,039 1,495 △544 73.3 

資料 寛保久万山手鑑、明治村壬申戸籍統計表

し
か
し
、
久
万
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
宗
門

記
帳
や
大
別
帳
は
、
現
在
大
部
分
が
消
滅
し

て
い
る
の
で
、
当
時
の
人
口
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ

「
寛
保
久

万
山
手
鑑
」

に
よ
り
若
干
の
考
察
を
す
る
こ

と
は
で
き
る
。

寛
永
二
年
(
一
六
二
五
)
、
松
平
家
が
松
山

藩
に
入
国
し
て
以
来
、
久
万
山
郷
は
所
領
中

に
属
し
、
代
官
出
張
所
が
久
万
町
村
に
置
か

れ
て
い
た
。

寛
保
(
一
七
四
一
)
当
時
の
行
政
区
画
、
戸

数
、
人
口
は
表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、

寛保元年(1741)人口及び職業

区分 村別 人 口 戸 数 

職 業 

備 考 

農 
医 社 禅 出 神 道 座 山 聾 

師 人 門 家 子 心 頭 伏 女 

東明神村 1,110 241 1,105 

4 4 

4 

3 1 7 10 

1 1 

1 

1 2 1 

5 1 

1 1 2 

西明神村 624 129 620 

入 野 村 305 66 303 

2 2 

久万町村 1,322 191 1,304 

野 尻 村 316 73 315 

1 1 

菅 生 村 1,141 227 1,124 

直 瀬 村 1,153 210 1,145 2 

3 7 

1 

2 8 

上畑野)帖寸 697 140 694 1 2 

下畑野川村 660 130 655 2 1 

計 7,328 1,407 7,265 13 21 3 4 

資料 寛保久万山手鑑

注 社人二神に仕える人 道心=僧侶の弟子

禅門二仏門に入りたる男子 座頭二盲目者(あんま)

出家こ僧 侶 山伏二山に伏し野に伏して仏の道を修行する者

神子二神事を行う人 暫女二ごぜ二盲の女の三鮫を弾きなどして銭を乞う者
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人 口 の 推 移

第
四
編

産
業
経
済

S15年 S22年 S25年 S30年 S35年 

S40年 10.1日 II 

S45年 S50年 S55年 S60年 S63年 

II II II II II II II II II (9月末) 

出S18. ( 7,480 i 9.1 久万町) 7,591 二二 

14,291 S34. 12,568 .31合 

10,482 9,364 8,802 8,309 8,399 

4,295 4,485 4,506 

2,904 3,017 2,973 

3,331 

2,320 

10,848 14,679 15,093 15,140 14,291 12,568 10,482 9,364 8,802 8,309 8,399 

105.9 143.5 147.8 147.8 139.6 123.6 102.3 91.5 86.0 81.2 82.0 

116.6 143.8 150.6 152.4 148.5 142.6 137.9 141.2 146.5 148.7 148.4 

二
六
六

人
(
三
六
%
)
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
入
野
村
に
お
い
て
、
わ
ず
か
に
四
〇
人

(
二
二
%
)
増
加
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
村
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
年
の

人
口
が
正
確
で
な
い
た
め
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
菅
生
村
に
お
い
て
も
明
治
三
四

年
(
一
九
〇
一
)
と
対
比
し
、
二
〇
六
人
(
一
人
%
)
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
江
戸
中
期
に
極
め
て
ひ
ん
は
ん
な
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
特
に
天
明
二
年
̃
七
年
(
一
七
八
二
̃
八
七
)

の
い
わ
ゆ
る
天
明
の
大
飢
饉
、

及
び
天
保
四
年
̃
七
年
(
一
八
三
三
̃
三
六
)

の
大
飢
饉
に
よ
る
餓
死
が
原
因
と
み
ら

れ
る
。

二

明
治
以
後
の
人
口

明
治
維
新
に
な
り
、
大
政
が
天
皇
に
奉
還
さ
れ
、
そ
し
て
明
治
四
年
七
月
、
廃
藩

置
県
が
な
さ
れ
て
久
万
郷
は
石
鉄
県
と
な
り
、
旧
大
洲
領
で
あ
っ
た
父
二
峰
地
区
及

び
大
字
下
野
尻
地
区
は
神
山
県
と
な
っ
た
。
当
時
の
人
口
の
記
録
は
、
明
神
、
父
二

峰
地
区
を
除
き
火
災
な
ど
の
た
め
焼
失
し
託
か
で
な
い
。

維
新
を
経
て
、
欧
米
諸
国
か
ら
科
学
技
術
の
導
入
が
著
し
く
、
特
に
医
癒
制
度
の

発
展
に
と
も
な
っ
て
死
亡
率
が
低
下
し
、
ま
た
明
治
後
期
か
ら
化
学
肥
料
の
発
達
や

工
芸
作
物
の
栽
培
な
ど
で
土
地
生
産
性
の
向
上
が
目
立
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
環

境
が
農
村
に
お
け
る
人
口
増
加
を
促
す
原
因
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
半
面
に
お
い
て

明
治
一
〇
年
代
の
綿
紡
績
を
中
心
に
し
た
軽
工
業
部
門
、
同
三
〇
年
代
の
製
鉄
を
中

心
に
し
た
重
工
業
部
門
の
動
力
化
、
機
械
化
に
よ
っ
て
産
業
革
命
が
遂
行
さ
れ
、
こ

の
産
業
革
命
の
進
展
す
る
に
当
た
っ
て
の
工
業
労
働
力
の
供
給
源
を
農
村
に
求
め
た

た
め
、
農
民
離
村
の
現
象
が
著
し
く
な
っ
て
都
市
の
人
口
は
激
増
し
た
の
に
対
し
、

農
村
人
口
は
停
滞
な
い
し
減
少
の
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。



明 治 以 後 の

年次別 M5年 ‾M13年 M20年 M34年 M39年 M44年 T5年 T9年 T14年 S5年 

旧村別 

本 籍 本 籍 現 住 現 住 現 住 
II 国 調 II II 

人 口 人 口 人 口 人 口 人 口 

東明神村 西明神村 754 396 429 835 456 

明神村 1,988 1,981 2,146 2,172 1,908 1,888 1,941 

入 野 村 345 367 445 

久万町村 上野尻村 下野尻村 

久万町 1,829 2,020 2,027 2,136 2,165 

菅 生 村 935 981 999 1,067 875 

上畑野川村 下畑野川村 直瀬村 

川瀬村 3,052 2,732 3,122 3,389 3,187 3,139 3,195 

二名村 父野川村 襲用捲_蔀 
439 312 391 

父二峰村 2,433 2,559 2,671 2,691 2,355 2,364 2,377 

計 10,237 10,273 10,965 11,455 10,490 10,662 10,980 

M34年を100比率 100 100 107 111.8 102.4 104.1 107.2 

県人 口 比率 100 103.5 108.5 113.0 

注 明治34年→昭和30年の間は横谷の人口を含まない。
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こ
れ
を
久
万
町
に
つ
い
て
見
る
と
、
表
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
明
治
三
四
年
の
現

住
人
口
は
一
万
二
三
七
名
で
あ
っ
た
が
、
大
正
五
年
に
は
一
万
一
四
五
五
名
と
な
っ

て
両
年
の
差
一
二
一
人
名
の
増
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
停
滞
な
い
し
減
少
を

示
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
直
前
ま
で
回
復
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ

を
県
人
口
と
比
較
し
て
み
る
と
、
明
治
三
四
年
を
一
〇
〇
と
定
め
て
昭
和
一
五
年
が

一
一
六
・
六
に
対
し
、
久
万
町
は
一
〇
五
・
九
と
そ
の
差
一
〇
・
七
%
減
で
都
市
部

へ
の
流
出
に
伴
う
人
口
伸
長
率
の
低
下
が
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
二
次
大
戦
直
後
の
昭
和
二
二
年
の
国
勢
調
査
以
降
、
戦
争
に
よ
る

食
糧
難
、
都
市
の
荒
廃
等
に
よ
り
、
我
が
久
万
町
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
昭

和
三
〇
年
代
前
半
に
は
そ
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
し
か
し
、
都
市
の
復
興
に
伴
う
経

済
発
展
で
、
昭
和
四
〇
年
以
降
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
が
再
び
は
じ
ま
り
、
昭
和

五
〇
年
に
は
遂
に
、
明
治
三
四
年
の
人
口
を
割
り
、
現
在
も
人
口
の
減
少
傾
向
、
過

疎
化
現
象
が
進
行
し
て
い
る
。

三

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
人
口
動
態

昭
和
一
八
年
ご
ろ
か
ら
戦
争
の
戯
烈
化
に
よ
る
都
市
の
食
糧
不
足
、
一
九
年
の
表

日
本
主
要
都
市
の
戦
災
に
よ
る
強
制
疎
開
、
二
〇
年
八
月
の
終
戦
に
伴
う
外
地
か
ら

の
移
住
民
の
引
揚
げ
、
内
外
地
か
ら
の
軍
人
の
復
員
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
、
昭
和

一
五
年
一
万
一
〇
二
一
名
で
あ
っ
た
久
万
町
人
口
が
、
終
戦
時
の
二
〇
年
に
は
、
一

万
四
八
八
九
名
に
達
し
、
更
に
、
昭
和
二
五
年
に
は
一
万
五
三
〇
人
名
と
激
増
し
た
。

こ
れ
は
、
終
戦
と
い
う
特
別
な
現
象
を
契
機
と
し
て
、
過
去
数
十
年
間
に
お
け
る

転
出
者
及
び
そ
の
家
族
の
多
く
の
も
の
が
、
本
籍
地
に
復
帰
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

二
六
七



国勢調査人口
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年次 
世帯数 

人 口 

総人口 男 女 

大9 2,477 10,652 5,356 5,296 

14 2,511 10,824 5,488 5,336 

昭5 

2,488 2,259 3,160 

11,145 5,614 5,531 

10 11,071 5,530 5,541 

15 11,021 5,532 5,489 

20 14,889 7,210 7,679 

25 15,308 7,509 7,799 

30 3,047 15,313 7,577 7,736 

35 3,248 14,291 6,953 7,338 

40 3,356 12,568 6,115 6,453 

45 3,071 10,482 5,005 5,477 

50 3タ075 9,364 4,456 4,908 

55 2タ986 8,802 4,205 4,597 

60 2,977 8,309 3,954 4,355 

そ
の
後
、
昭
和
三
〇
年
を
頂
点
に
都
市
に
お
け
る
第
二
次
産
業
の
飛
躍
的
発
展
に

伴
い
、
人
口
の
農
村
か
ら
都
市
へ
の
地
す
べ
り
的
移
動
が
始
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
同

年
に
一
万
五
三
一
三
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
四
〇
年
一
万
二
五
六
八
名
、
五
〇
年
九

一
二
六
四
名
、
六
〇
年
八
三
〇
九
名
と
激
減
し
て
い
る
。

次
に
年
齢
別
の
人
口
構
成
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
。
ま
ず
昭
和
二
五
年
、
同
四
〇

年
、
同
六
〇
年
国
勢
調
査
の
際
の
年
齢
別
人
口
構
成
を
図
化
し
て
図
に
掲
げ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
二
五
年
の
も
の
は
、
終
戦
直
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
延
長
で

乳
幼
児
の
人
口
比
率
が
高
く
、
全
体
と
し
て
低
年
齢
層
比
率
の
高
い
、
い
わ
ゆ
る
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
状
の
人
口
構
成
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
四
〇
年
は
低
年
齢
層
が
激
少

し
、
い
わ
ゆ
る
つ
り
鐘
型
の
人
口
構
成
図
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
年
後
の
昭
和
六
〇

年
に
は
低
年
齢
層
が
激
減
し
、
キ
ノ
コ
型
の
人
口
構
成
図
を
示
し
、
人
口
の
老
齢
化

現
象
が
み
ら
れ
る
。

久万吋年齢階層別男女別人口構成図

(昭和25年10月1日 国勢調査)

1000 800 600 400 200 200 400 600 800 1000
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久万町年齢階層別男女別人口梼成図

(昭和40年10月1日 国勢調査)

1000 800 600 400 200 200 400 600 800 1000

久万町年齢階層別男女別人口構成図

(昭和62年3月31日 国勢調査)
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人口自然増減 (人口動態統計表)

種別 出 生 児 数 死 亡 者 数 

年次 総数 男 女 総数 男 女 

S22年 555 269 286 255 133 122 

23 577 

301 187 276 173 

188 

101 76 87 60 

24 588 225 

25 480 155 

26 486 152 

27 431 122 

28 360 136 

29 371 188 183 132 73 59 

30 383 199 183 141 57 84 

31 359 189 170 158 84 74 

32 305 154 151 163 81 82 

33 302 148 154 131 80 51 

34 289 159 130 129 75 54 

35 250 152 98 123 72 51 

40 187 94 93 121 67 54 

45 120 55 65 107 59 48 

50 94 52 42 91 54 37 

55 86 44 42 111 54 57 

60 87 44 43 85 47 38 

集落別世帯数人口 (昭和40年国勢調査)

組 名 世帯数 人 口 組 名 世帯数 人 口 組 名 世帯数 人 口 

三坂、モミノ木 23 100 福 下 32 100 上河合、南狩場 56 222 

高 山 28 99 曙 1 48 168 
東狩場新開 山西峰:紅二吉 

42 161 

横 通 50 164 II 2 89 253 上 狩 場 29 91 

野 地 35 115 II 3 77 305 中 村、上 田 61 221 

中 組 53 200 辻 上 71 254 西 の 浦 44 188 

皿 木 37 139 辻下緑ヶ 丘 64 214 宝 作、岩 川 61 248 

柴谷槙の川 43 169 上 の - 
46 178 明 枝 45 221 

沖、 北 条 34 114 上 の 二 62 214 河 之 内 23 143 

本 上、山 神 52 201 上 の 中 56 196 小 計 849 3,494 

本 下 32 120 上 の 下 51 187 瀬 戸、富 重 22 98 

高 殿、仰 西 45 173 中 通 68 275 帯 石 28 103 

新 開、梶 山 49 180 大 谷 45 143 中 条、上 厚 30 145 

概 の 沢 22 83 宮 の 前 36 150 東 条、黒 沢 44 145 

日 の 地 30 90 中 の 村 33 143 森田、由良野 28 114 

駄 場 45 162 下 野 尻 32 144 宮 成 35 146 

藤 の 棚 46 152 小 計 1,917 6,769 徳 好、永 久 54 252 

北 村 44 149 永子、房代野 55 253 馬 ノ 地 34 117 

中 組 上 34 140 上 下 段 60 265 大 久 保 28 133 

II 下 66 162 仲 組 52 222 橋 詰 68 229 

住 上 の 1 48 140 東 組 51 201 西 ノ 川 28 113 

II 2 46 141 吉 富、沖 50 247 中 村、中 組 49 165 

春 日 台 44 155 竹屋敷、下 沖 29 117 若 宮 31 104 

古 町 40 140 駄 場 31 151 下 落 合 37 160 

住 安 下 40 128 中 通、吉 久 54 233 上 落 合 45 161 

本 町 48 173 嵯峨山、西の川 30 100 小 計 561 2,185 

桂 町 35 103 柳井、西河合 35 126 横 谷 29 120 

福 上、 中 38 148 東河合、住宅 31 84 合 計 3,356 12,568 
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産
業
別
人
口
動
態

第
二
次
大
戦
後
、
日
本
経
済
の
復
興
と
そ
の
発
展
に
は
す
ぼ
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

特
に
、
第
二
次
産
業
・
第
三
次
産
業
を
中
心
と
し
て
発
展
は
第
一
次
産
業
、
特
に
農

業
所
得
と
の
格
差
を
大
き
く
し
、
そ
の
労
働
力
を
農
村
に
求
め
る
結
果
と
な
り
、
農

産業大分類別就業者人口

分 類 年 

第一次産業 第二次 産業 第 三 次 産 業 

総 数 

農 業 林 業 

水 

鉱 業 

建 製 
ガ ス 

卸 金 運 サ 公 自 そ 

産 
設 工 造 工 

電 気 及 水 

売 小 売 融 保 険 輸 通 信 
I ビ ス 

務 及 団 

由 の 

別 業 業 業 遺 業 業 業 業 業 体 業 他 

22 

5,104 356 7 22 207 381 22 173 18 164 91 300 232 11 7,088 

77.1% 8.60 % 14.3% 

30 

4,396 622 8 298 328 595 63 230 631 190 7,361 

68.2% 8.60 % 23.2% 

40 

3,205 260 1 42 544 320 19 696 59 255 757 183 6,341 

54.6% 14.4% 0 31.0% 

50 

2,165 201 3 13 349 451 14 661 46 227 804 189 5 5,128 

46.2% 15.9% 0 37.9% 

60 

1,534 192 7 20 396 562 17 635 51 190 789 213 1 4,607 

37.6% 21.3% 0 41.1% 

注 22、 30年の数字中に横谷を含まない。

村
か
ら
都
市
へ

の
人
口
流
出
を

刺
激
し
、
農
山

村
の
過
疎
化
に

拍
車
を
か
け
る

要
因
と
な
っ
て

い
る
。

昭
和
二
二
年

か
ら
昭
和
六
〇

年
ま
で
の
国
勢

調
査
資
料
か
ら

第
一
次
産
業
の

就
業
人
口
比
率

の
移
り
か
わ
り

を
一
〇
年
単
位

で
み
る
と
、
敗

戦
間
も
な
い
二

二
年
七
七
・
一

産業別人口世帯数

昭和30年 国勢調査

昭和60年 国勢調査
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%
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
三
〇
年
六
八
・
二
%
、
同
四
〇
年
五
四
二
ハ
%
、
同
五
〇

年
四
六
二
一
%
、
同
六
〇
年
三
七
二
一
%
、
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
一
〇
年
間
に
一

〇
%
程
度
ず
つ
減
少
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
間
、
昭
和
二
五
年
の
朝
鮮
動
乱
、
四
七
年
に
終
結
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
米

国
よ
り
の
特
需
を
増
大
し
、
第
二
、
第
三
次
産
業
の
発
達
を
う
な
が
し
、
好
景
気
を

も
た
ら
し
た
。
一
方
、
第
一
次
産
業
の
農
業
経
営
は
ま
す
ま
す
零
細
化
の
途
を
た

ど
っ
た
。

一
方
、
他
産
業
の
振
興
は
農
業
所
得
と
の
格
差
を
大
き
く
し
、
農
業
経
営
の
規
模

が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
都
市
へ
の
縁
故
就
職
を
初
め
、
昭
和
三
四
、
五
年

二
七
一



第
四
縞

産
業
経
済

ご
ろ
、
国
の
施
策
も
あ
っ
て
、
海
外
へ
の
集
団
農
業
移
民
、
他
産
業
へ
の
転
職
と
い

う
よ
う
に
農
業
従
事
者
は
激
し
く
流
出
し
て
い
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
一
家
を
あ
げ
て

離
農
し
て
い
っ
た
も
の
も
多
く
、
戦
後
入
植
し
た
開
拓
農
家
の
離
農
は
、
特
に
目
立

つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
第
二
次
産
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
二
二
年
の
比
率
八
二
ハ
%
、
同
四
〇

年
、
一
四
・
四
%
、
同
五
〇
年
一
五
・
九
%
、
同
六
〇
年
二
一
・
三
%
と
増
加
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
建
設
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
〇
年
を
中
心
に
国
道
改
修
工
事
に

と
も
な
う
臨
時
的
労
働
者
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

全
般
的
に
町
内
で
は
兼
業
化
、
女
子
労
働
に
よ
る
副
業
化
が
進
行
し
て
い
る
。

五

最
近
の
人
口
動
態

久
万
町
の
人
口
は
、
昭
和
三
〇
年
の
一

万
五
三
一
三
人
を
最
高
と
し
て
、
漸
減
傾

向
に
あ
る
。
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
昭
和

三
五
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
三
七
年
九

七
・
〇
、
四
〇
年
八
七
・
五
、
四
五
年
七

一
・
八
、
五
〇
年
六
七
・
七
、
五
五
年
六

三
・
四
、
六
〇
年
五
九
・
五
、
六
三
年
九

月
現
在
五
七
・
五
と
な
り
六
〇
年
代
に

入
っ
て
人
口
増
減
指
数
六
〇
を
割
っ
て
い

る
。現

在
の
人
口
数
は
約
八
四
〇
〇
人
で
明

治
三
四
年
の
一
万
二
〇
〇
人
を
割
り
人
口

久万町人口数の増減

年次 
住民登録人 住民登録人 

備 考 
口(12月末) 口増減指数 

35 14,600 100.0 14,291(国勢調査) 

40 12,779 87.5 12,568(国勢調査) 

45 10,482 71.8 

50 9,884 67.7 

55 9,261 63,4 

60 8タ683 59.5 

63 8,399 57.5 

の
過
疎
化
が
継
続
し

て
、
進
ん
で
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

特
に
、
昭
和
五
〇

年
以
降
、
一
〇
年
余

り
の
世
帯
・
人
口
動

態
の
推
移
を
み
る
と

毎
年
一
〇
〇
人
前
後

の
人
口
減
少
が
み
ら

れ
、
世
帯
当
た
り
人

口
も
昭
和
五
八
年
、

遂
に
三
人
を
割
り
昭

和
六
一
年
に
は
二
・

八
七
人
と
な
っ
て
い

る
。

世帯・人口動態の推移 (住民基本台帳)

年次 世帯数 
人 口 自 然 動 態 社 会 動 態 

世帯当り 人口 総 数 男 女 出 生 死 亡 増 減 転 入 転 出 増 減 

50 3,021 9,884 4,744 5,140 97 102 △ 5 490 653 △163 3.27人 

51 2,998 9,726 4,691 5,035 100 107 △ 7 436 540 △ 97 3.24 

52 3,002 9,622 4,646 4,976 92 101 △ 9 483 560 △ 77 3.21 

53 3,010 9,554 4,626 4,928 103 23 80 410 587 △177 3.17 

54 3,008 9,441 4,586 4,855 77 99 △ 22 350 521 △171 3.14 

55 2,991 9,261 4,496 4,765 94 107 △ 13 443 511 △ 68 3.10 

56 2,991 9,180 4,458 4,722 83 72 11 461 530 △ 69 3.07 

57 3,007 9,122 4,403 4,719 83 103 △ 20 369 511 △142 3.03 

58 2,995 8,962 4,327 4,635 97 76 21 312 481 △169 2.99 

59 2,985 8,814 4,231 4,583 79 86 △ 7 311 435 △124 2.95 

60 2,976 8,683 4,155 4,528 85 90 △ 5 374 457 △ 83 2.92 

61 2,995 8,595 4,119 4,476 92 94 △ 2 321 421 △100 2.87 

62 3,016 8,493 4,073 4,420 
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